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保 証 書 巻 末

＜ ＞シ ン ボ ル に 関 す る 説 明

各 シ ン ボ ル は 主 と し て 下 記 の よ う な 意 味 を 表 し て い ま す 。

警 告 ： お 守 り い た だ か な い と 重 大 な 事 故 （ 死 亡 事 故 を 含 む ） を

引 き 起 こ す 恐 れ が あ り ま す 。

危 険 ： お 守 り い た だ か な い と 感 電 の 恐 れ が あ り ま す 。

ご 注 意 ： お 守 り い た だ か な い と 装 置 の 故 障 を 生 じ る 恐 れ が あ り ま す 。

ま た 、 周 辺 の 機 械 ・ 設 備 等 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が あ り ま す 。

尚 、 ま た は に 記 載 し た 事 項 で も 、 状 況 に よ っ て は 重 大 な

事 故 に 結 び つ く 可 能 性 が あ り ま す 。 い ず れ も 重 要 な 内 容 を 記 載 し て い ま す

の で 、 必 ず ご 注 意 事 項 を お 守 り 下 さ い 。

ヒ ン ト ： ど う 製 品 を 使 用 す る か に 関 す る ア ド バ イ ス 。

UM_97 5 2 0 5 0 8 1 0 _ V 1 _ 2 b a s i s
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第 １ 章 序 論

こ の マ ニ ュ ア ル は Cl e a n f l e x E a s yイ オ ナ イ ジ ン グ エ ア ー ガ ン の 設 置 と 使 用

に つ い て 記 載 し て い ま す 。 オ ペ レ ー タ が 常 に 当 マ ニ ュ ア ル を 参 照 可 能 な

状 態 に し て く だ さ い 。 当 製 品 の 使 用 及 び 設 置 の 前 に 当 マ ニ ュ ア ル を 熟 読

し て 下 さ い 。 適 切 な ご 使 用 と 製 品 保 証 の 適 用 に は 当 マ ニ ュ ア ル 内 容 に

従 っ て 頂 く こ と が 必 要 と な り ま す 。

Clea n f l e x E a s yイ オ ナ イ ジ ン グ エ ア ー ガ ン は 圧 縮 エ ア と 静 電 気 の 除 去 に よ り

部 品 や 表 面 を ク リ ー ニ ン グ す る も の で す 。 当 製 品 は 24VD Cの 入 力 で 動 作 し 、

イ オ ン 発 生 用 高 電 圧 は 製 品 内 部 で 昇 圧 さ れ ま す 。 高 電 圧 の 発 生 は 、

圧 縮 エ ア の 入 力 が あ る 場 合 に ト リ ガ ー （ 引 き 金 ） を 引 い た 際 の み 行 わ れ ま す 。

人 間 工 学 に 基 づ い た 設 計 に よ り 簡 単 か つ 快 適 な 操 作 が 可 能 で す 。

特 徴 的 な エ ア ア ウ ト レ ッ ト ノ ズ ル の 設 計 は 従 来 品 に 比 較 し 同 一 エ ア パ ー ジ に て

３ 倍 の ブ ロ ー 圧 力 を 低 い 騒 音 レ ベ ル に て 達 成 し ま す 。 回 転 式 ヘ ッ ド は 角 度 調 整

が 可 能 で あ り 、 吊 り 下 げ 式 の エ ア ガ ン と し て の 利 用 も 容 易 で す 。
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第 ２ 章 概 要 と 操 作

エ ア ー ガ ン の 底 部 に 、 D C 2 4 Vの 電 源 を 接 続 す る M 1 2コ ネ ク タ お よ び 圧 縮 空 気

接 続 口 が あ り ま す 。 ガ ン の ハ ン ド ル 上 方 に 、 ガ ン の 状 態 を 表 示 す る LED

イ ン デ ィ ケ ー タ が あ り ま す 。 ヘ ッ ド は 4種 類 の 角 度 に 調 整 お よ び 固 定 が

容 易 に 可 能 で あ り 、 様 々 な 用 途 に 最 適 化 が 可 能 で す 。 ト リ ガ ー （ 引 き 金 ）

が 押 し 込 ま れ る と す ぐ に 内 部 の 高 電 圧 ユ ニ ッ ト が 動 作 し イ オ ン 化 エ ア が

吹 き 出 し ま す 。 吹 出 し ノ ズ ル の 形 状 は ベ ン チ ュ リ 効 果 に よ り 周 辺 大 気 を

巻 き 込 ん だ 効 率 的 な エ ア の 噴 出 を 行 い ま す 。
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第 ３ 章 安 全

オ ペ レ ー タ の 傷 害 や 周 辺 機 器 及 び 対 象 ワ ー ク の 破 損 、 及 び C l e a n f l e x E a s yの

損 傷 を 防 ぐ た め に 、 次 以 下 の 安 全 ガ イ ド ラ イ ン を 遵 守 し て く だ さ い 。

・ 電 気 的 な 設 置 作 業 は 、 関 連 す る 法 規 や 規 制 に 従 っ て 、 適 切 な 資 格 を

有 す る 電 気 技 師 が 実 施 す る 必 要 が あ り ま す

・ Cl e a n f l e x E a s yは 、 火 災 や 爆 発 の 危 険 性 の あ る 環 境 で は 使 用 を 禁 じ ま す

・ Cle a n f l e x E a s yは 、 静 電 気 を 帯 び た 表 面 の 静 電 気 の 中 和 及 び

ク リ ー ニ ン グ す る こ と の み を 目 的 と し て い ま す 。 そ の 他 目 的 へ の 使 用 は

推 奨 い た し ま せ ん 。

・ Cle a n f l e x E a s yの 製 品 ラ イ フ を 確 保 す る た め に 、 ガ ン に 水 分 及 び 油 分

フ リ ー の ク リ ー ン な 圧 縮 空 気 を 供 給 す る 必 要 が あ り ま す 。 高 電 圧

エ ミ ッ タ ー が 汚 れ る と 、 ガ ン の 性 能 が 低 下 し 、 Cle a n f l e xの 故 障 を

引 き 起 こ す 可 能 性 が あ り ま す 。

・ イ オ ン の 発 生 と 同 時 に 少 量 の オ ゾ ン が 発 生 し ま す が 、 オ ゾ ン 濃 度 が 非 常

に 低 い た め 、 健 康 に 害 を 及 ぼ す こ と は あ り ま せ ん 。

・ 3 b a r ( 0 . 3 M P a )を 超 え る 圧 縮 空 気 を 使 用 す る 場 合 、 騒 音 レ ベ ル は 80 d Bを

超 え る た め 、 聴 覚 保 護 器 具 の 装 着 が 必 須 で す 。

・ エ ア 吹 き 出 し 口 を 部 分 的 に も 一 切 封 止 す る こ と を 禁 じ ま す 。 構 造 物 の

高 速 噴 出 に よ り 傷 害 を 引 き 起 こ す リ ス ク が あ り ま す 。

・ 構 造 物 の 噴 出 や 飛 散 し た 物 体 か ら オ ペ レ ー タ を 保 護 す る た め 、 当 製 品 の

使 用 中 は 保 護 メ ガ ネ の 着 用 す る こ と を 推 奨 し ま す 。

・ 機 器 が 適 切 に 接 地 さ れ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。 適 切 で 安 全 な

ご 使 用 と 、 接 触 時 の 感 電 を 防 ぐ た め に 、 適 切 な 接 地 が 必 須 で す 。

・ Cle a n f l e x E a s yを 液 体 に 浸 す ・ 濡 ら す こ と を 禁 じ ま す 。 ガ ン の 故 障 や

感 電 の リ ス ク が あ り ま す 。

・ 破 損 し た ガ ン は 絶 対 に 使 用 し な い で く だ さ い 。 通 電 し て い る 部 品 に

触 れ る と 、 感 電 の リ ス ク が あ り ま す 。

・ ブ ロ ー ア ウ ト 開 口 部 に 導 電 性 部 品 を 挿 入 し な い で く だ さ い 。

・ 当 機 器 は 高 電 圧 を 発 生 し て お り 、 ペ ー ス メ ー カ ー を 装 着 し て い る 人 に

と っ て 危 険 な 場 合 が あ り ま す 。

・ 次 の 場 合 、 当 機 器 は 保 証 が 無 効 と な り ま す 。

・ 事 前 の 書 面 に よ る 承 認 な し に 、 変 更 、 調 整 な ど が 行 わ れ た か 、 元 の

部 品 以 外 の 部 品 が 修 理 に 使 用 さ れ た 。

・ ク リ ー ン で な い 圧 縮 空 気 が 使 用 さ れ た 場 合

・ Cle a n f l e xの 内 部 部 品 が 濡 れ 、 内 部 回 路 の 故 障 の 場 合

・ Cle a n f l e xが 不 適 切 に 使 用 さ れ た 場 合
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第 ４ 章 主 な 仕 様

供 給 電 圧 ： 24 V D C± 3V

消 費 電 流 ： 0.5 A m a x .

接 続 コ ネ ク タ ： M12 オ ス コ ネ ク タ 5極

入 力 エ ア ー 圧 力 ： 1 - 7 b a r ( 0 . 1 M P a - 0 . 7 M p a )

水 分 ・ 油 分 フ リ ー な ク リ ー ン エ ア

エ ア ー 入 力 ： φ 8 チ ュ ー ブ 用 ワ ン タ ッ チ ジ ョ イ ン ト

出 力

高 電 圧 ： ガ ン 内 部 で 高 電 圧 を 発 生

空 気 消 費 量 ： Tab l e 1 第 ４ 章 を 参 照

騒 音 レ ベ ル ： 75 dB ( A ) / 0 . 2 M P a

8 3 d B ( A ) / 0 . 4 M P a

9 2 d B ( A ) / 0 . 7 M P a

空 気 吹 き 出 し 口 か ら 60c mで 測 定

使 用 環 境

使 用 条 件 ： 産 業 用 屋 内 使 用

環 境 温 度 ： 0 - 55℃

環 境 湿 度 ： 90%R . H .以 下 結 露 無 き 事

状 態 表 示

ス タ ー ト ア ッ プ 中 ： 緑 色 LEDが 高 速 (5Hz )点 滅

ス タ ン バ イ ： 緑 色 LEDが ３ 秒 OFF １ 秒 内 ON

(電 源 供 給 在 り 。 高 電 圧 OFF )

動 作 中 ： 連 続 し た 緑 色 LED O N

(電 源 供 給 あ り 。 ト リ ガ ー ON。 圧 縮 エ ア 供 給 あ り ）

エ ラ ー 信 号 ： ガ ン 内 部 で エ ラ ー 発 生 の 時 に 赤 LED点 灯

Tabl e 3、 第 9章 を 参 照 く だ さ い 。

機 械 的 仕 様

寸 法 ： Figu r e 3 : d i m e n s i o n s C l e a n f l e x E a s yの 寸 法 を 参 照

重 量 ： 0.3k g (電 源 ケ ー ブ ル と エ ア チ ュ ー ブ を 除 く )

ハ ウ ジ ン グ ： プ ラ ス チ ッ ク

付 属 品

標 準 付 属 品 ： 40 x 4 m m ス ナ ッ プ フ ッ ク

φ 8mm O D用 ワ ン タ ッ チ - タ ケ ノ コ ニ ッ プ ル ジ ョ イ ン ト

オ プ シ ョ ン ： 第 11章 の ス ペ ア パ ー ツ と ア ク セ サ リ ー リ ス ト を 参 照 下 さ い 。
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F i g u r e 3 : d i m e n s i o n s C l e a n f l e x E a s y

T a b l e 1 : エ ア 消 費 量
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第 ５ 章 設 置

・ い か な る 作 業 の 前 に 、 電 源 供 給 を 遮 断 し て く だ さ い 。

・ 電 気 的 設 置 は 適 切 な 資 格 や ト レ ー ニ ン グ 経 験 を 有 す る 電 気 技 術 者 に

て 実 施 さ れ る こ と を 必 須 と し ま す 。

・ C l e a n f l e x E a s yは 、 屋 内 で の み 使 用 で き 、 産 業 用 (軽 工 業 )の 用 途 に

の み 使 用 で き ま す 。

・ 適 切 か つ 安 全 な 操 作 の た め に 、 接 続 す る 電 源 は 、 当 マ ニ ュ ア ル に

記 載 品 を 使 用 し て く だ さ い 。

・ Clea n f l e x E a s yの 電 源 は 適 切 に 接 地 さ れ て い る こ と が 必 須 で す 。

適 切 な 運 転 と 、 電 撃 を 防 ぐ た め に 適 切 な 設 置 が 必 要 で す 。

・ Clea n f l e x E a s yは 、 制 限 付 き 電 源 （ LPS） ま た は NECク ラ ス 2の 電 源

か ら 電 力 を 供 給 す る 必 要 が あ り ま す 。 L P S認 証 電 源 は 出 力 電 力 が 制 限

さ れ て い る た め 、 常 に 安 全 な 電 源 出 力 を 生 成 し 続 け ま す 。

電 源 出 力 の 0ボ ル ト は 適 切 に 接 地 す る 必 要 が あ り ま す （ 5.4項 参 照 。）

Cle a n f l e x E a s yは 、 上 記 の 要 件 を 満 た す ユ ー ザ ー 様 で ご 用 意 さ れ た 24VD C

電 源 の 利 用 が 可 能 で あ り 、 SIM C O - I O Nが 提 供 す る デ ス ク ト ッ プ 電 源

（ ア ク セ サ リ の 章 を 参 照 下 さ い ） か ら も 電 力 の 供 給 が 可 能 で す 。

5.1 設 置 前 の 確 認 事 項

・ 納 入 さ れ た 機 器 が 損 傷 を 受 け て お ら ず 、 正 し い バ ー ジ ョ ン で あ る

こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

・ 必 要 な 付 属 品 が 含 ま れ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

不 具 合 や ご 質 問 が あ る 場 合 は 、 ロ ー カ ル SI M C O - I O Nオ フ ィ ス 或 い は ご 購 入 元

に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

5.2 設 置 概 要

電 源 と 圧 縮 エ ア ホ ー ス が 接 続 さ れ た ガ ン を 使 用 す る 最 適 な 場 所 を 決 定 し ま す 。

圧 縮 エ ア ホ ー ス と 電 源 ケ ー ブ ル は 、 適 切 な 部 材 で 一 緒 に 束 ね る 事 が 可 能 で す 。

電 源 ケ ー ブ ル は SIM C O - I O Nの 提 供 す る ケ ー ブ ル （ ア ク セ サ リ の 章 参 照 ） の

利 用 或 い は M12コ ネ ク タ を 使 用 し て 独 自 の ケ ー ブ ル の 利 用 が 可 能 で す

（ 5.4章 参 照 。）

圧 縮 エ ア ホ ー ス と 電 源 ケ ー ブ ル を 使 用 す る 代 わ り に 、 オ プ シ ョ ン の 電 源

ケ ー ブ ル 内 蔵 ス パ イ ラ ル ホ ー ス （ ア ク セ サ リ の 章 を 参 照 ） の 利 用 が 可 能 で す 。

付 属 の ス ナ ッ プ フ ッ ク は 、 ガ ン を "プ ル ダ ウ ン (吊 り 下 げ ） "用 途 の 使 用 に

簡 便 で す 。

ス パ イ ラ ル ホ ー ス を 使 用 す る と 、 ブ ロ ー オ フ 力 が 80％ 程 度 に 減 少 し ま す 。
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5 . 3 電 源 と 圧 縮 空 気 の 供 給

・ 水 分 お よ び 油 分 フ リ ー の ク リ ー ン 圧 縮 エ ア が C l e a n f l e x E a s yに 供 給

さ れ る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

・ 24VD C電 源 と 圧 縮 エ ア ホ ー ス の 供 給 側 接 続 が ア ク セ ス 可 能 な 場 所 に

あ り 、 ホ ー ス と ケ ー ブ ル に 張 力 が 掛 か ら な い こ と を 確 認 し て 下 さ い 。

・ 電 源 ケ ー ブ ル の M12コ ネ ク タ の 回 転 ね じ を 手 で ガ ン に 装 着 し ま す 。

・ 電 源 ケ ー ブ ル の 24V供 給 側 の 電 源 接 続 を し ま す 。

・ 圧 縮 エ ア ホ ー ス φ 8mm O Dを ガ ン の ワ ン タ ッ チ エ ア 接 続 部 に 接 続 、

或 い は す る か 、 付 属 の タ ケ ノ コ ニ ッ プ ル に φ 8 m mの 圧 縮 エ ア ホ ー ス を

接 続 し ま す 。

・ 圧 縮 エ ア ホ ー ス の 供 給 側 を 適 切 に 接 続 し 、 適 切 な フ ィ ル タ ー を

備 え た 付 き の 圧 力 調 整 バ ル ブ に て 、 望 ま れ る 供 給 圧 に 調 整 し ま す 。

5.4 外 部 LPS認 定 電 源 へ の 接 続

Fig u r e 5 : w i r i n g s u p p l y c a b l e C l e a n f l e x E a s y

ピ ン 番 号 配 線 色 機 能

1 茶 24V D C - I N

2 白 24 V D C - I N

3 青 0V ( G N D )

4 黒 HV O K ( O u t p u t )

5 黄 /緑 or 灰 GN D

T a b l e 2 : O v e r v i e w P i n a s s i g n m e n t

・ Fi g u r e 5と Tab l e 2に 従 っ て 配 線 を 接 続 し ま す 。

作 業 者 の 安 全 と 適 切 な 動 作 の た め に 、 灰 色 (又 は 黄 /緑 )と 青 色 線 の 両 方 を

ア ー ス に 接 続 す る 必 要 が あ り ま す 。 尚 、 SIM C O - I O Nの 提 供 す る 当 製 品 用

電 源 に は こ れ ら の 接 続 が 行 わ れ て い ま す 。
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第 ６ 章 試 運 転 と 実 運 用

・ ガ ン に 24V D C電 源 と 圧 縮 エ ア を 供 給 し ま す 。 最 初 の 運 転 前 に 、 圧 縮

エ ア 圧 を 2 ba r ( 0 . 2 M P a )程 度 に に 設 定 す る こ と を お 勧 め し ま す 。

・ 電 源 供 給 開 始 後 、 約 5秒 間 の ス タ ー ト ア ッ プ 動 作 中 、 緑 色 LED

イ ン ジ ケ ー タ が 高 速 点 滅 (5 H z )し ま す 。 そ の 後 ス タ ン バ イ 状 態 に な り

LE Dイ ン ジ ケ ー タ が 3秒 O F F １ 秒 以 下 の 短 時 間 点 灯 を 繰 り 返 し ま す 。

・ ガ ン を 保 持 し 対 象 物 に 向 け て ト リ ガ ー を 引 く と LEDイ ン ジ ケ ー タ が

１ 秒 以 内 に 緑 色 に 連 続 点 灯 開 始 し 、 イ オ ン 化 さ れ た エ ア が 対 象 物 を

除 電 及 び ク リ ー ニ ン グ し ま す 。

・ イ オ ン 化 は 、 エ ア 供 給 が 存 在 し 、 C l e a n f l e xの ト リ ガ ー が 引 か れ た 時

に の み オ ン に な り ま す 。

・ 対 象 物 全 体 の ク リ ー ニ ン グ 及 び 除 電 後 、 ト リ ガ ー を リ リ ー ス し て 下

さ い 。

・ 角 度 調 整 可 能 な ガ ン ヘ ッ ド を 手 で 適 度 な 力 で 動 か し て 、 4種 類 の 位 置

の い ず れ か に 調 整 し ま す 。

・ Clea n f l e xガ ン は 様 々 な 保 管 方 法 が 可 能 で す 。

<プ ル ダ ウ ン （ 吊 り 下 げ ） 方 式 >

Cle a n f l e xは 、 バ ラ ン サ ー か ら 逆 さ ま に 吊 る し て 使 用 す る こ と が

可 能 で す 。 標 準 付 属 品 の ス ナ ッ プ フ ッ ク の 利 用 が 簡 便 で す 。

<コ ン ベ ン シ ョ ナ ル 方 式 >

本 体 の 金 属 リ ン グ 部 を 利 用 し て 作 業 エ リ ア に 掛 け 吊 る す 方 法 も 可 能

で す 。

F i g u r e 6 : 保 管 例 （ 左 ： 吊 り 下 げ 方 式 )
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第 ７ 章 動 作 チ ェ ッ ク

通 常 動 作 中 は 、 LEDイ ン ジ ケ ー タ ー が 緑 色 に 常 時 点 灯 し ま す 。

ト リ ガ ー を 引 い て も LE Dイ ン ジ ケ ー タ ー が 点 滅 (3秒 OF F , < 1秒 O N )し 続 け る 場 合

圧 縮 空 気 の 圧 力 が 低 過 ぎ る (<0 . 5バ ー ル (<約 0.0 5 M P a ) )こ と 疑 わ れ ま す 。

そ の 場 合 供 給 エ ア 圧 力 を 上 げ る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 配 管 や 接 続 部 で

エ ア リ ー ク が 無 い か の 確 認 を 推 奨 し ま す 。

動 作 に 問 題 が な い か は 、 対 象 ワ ー ク の ク リ ー ニ ン グ 効 果 や 除 電 効 果 で

確 認 す る こ と が 可 能 で す 。 除 電 効 果 の 確 認 は SIM C O - I O N F M X - 0 0 4な ど の

表 面 電 位 計 の 利 用 が 簡 便 で す 。

第 ４ 章 設 置

第 ８ 章 メ ン テ ナ ン ス

・ い か な る メ ン テ ナ ン ス 作 業 の 前 に 、 対 象 機 器 に 一 切 電 源 供 給 が 無 い

こ と を 確 認 す る こ と が 必 須 で す 。

・ 電 気 的 設 置 と 保 守 作 業 は 、 適 切 な 資 格 の あ る 電 気 技 師 が 行 う 必 要 が

あ り ま す 。

8.1 メ ン テ ナ ン ス 手 順

・ ガ ン が ク リ ー ン で 乾 燥 し た 状 態 に 保 た れ て い る こ と を 確 認 し て

く だ さ い 。

・ 接 続 ケ ー ブ ル と 圧 縮 エ ア ホ ー ス に 損 傷 が な い か 定 期 的 に 確 認 し て

く だ さ い 。

・ ガ ン 、 接 続 ケ ー ブ ル 、 お よ び 圧 縮 空 気 ホ ー ス を イ ソ プ ロ ピ ル

ア ル コ ー ル な ど の 一 般 的 な 洗 浄 剤 で 洗 浄 し ま す 。

・ 再 使 用 開 始 す る 前 に 、 ガ ン を 完 全 に 乾 か し て く だ さ い 。
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第 ９ 章 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ

・ い か な る 作 業 の 前 に も 機 器 に 電 源 供 給 が 無 き こ と を 確 認 す る 必 要 が

あ り ま す 。

・ 電 気 的 設 置 作 業 は 、 必 要 な ト レ ー ニ ン グ を 受 講 し 、 適 切 な 資 格 を

有 す る 電 気 技 師 が 実 施 す る 必 要 が あ り ま す 。

状 態 問 題 箇 所 原 因 解 決 策

LEDが 点 灯 電 源 供 給 電 源 の 故 障 。 電 源 を 正 し く 接 続

し な い 無 し 電 源 の 接 続 無 し 或 い は 正 し く す る

接 続 さ れ て い な い 5章 参 照

LEDが 継 続 的 除 電 不 足 圧 縮 エ ア 圧 力 の 設 定 が 低 い 圧 力 を 上 げ る

緑 点 灯 6章 参 照

ガ ン ヘ ッ ド 内 の イ オ ン 化 ガ ン を 修 理

コ ン ポ ー ネ ン ト の 摩 耗 10章 参 照

除 電 無 し ガ ン ヘ ッ ド の イ オ ン 化 コ ン ポ ー ガ ン を 修 理

ネ ン ト の 故 障 或 い は 摩 耗 10章 参 照

ト リ ガ ー を 圧 縮 エ ア が 圧 縮 空 気 が 接 続 さ れ て い な い 圧 縮 エ ア を 接 続 す る

引 い て い る 不 足 或 い は 5章 参 照

際 に 緑 LEDが 全 く 供 給 圧 縮 空 気 圧 力 の 設 定 が 低 過 ぎ る 圧 縮 エ ア 圧 力 を

3se c O F F , 無 し 上 げ る 6章 参 照

<1s e c O N エ ア ガ ン 内 バ ル ブ の 不 良 ガ ン を 修 理

10章 参 照

赤 LED点 滅 エ ア 流 路 の 電 源 供 給 無 し に供 給 エ ア か ら の 水 分 に よ り 高 電 圧

水 分 ク リ ー ン ド ラ イ印 加 部 位 が 湿 潤 し て い る

エ ア を ブ ロ ー

し 続 け る

ガ ン の 故 障 内 部 部 品 の 故 障 ガ ン を 修 理

10章 参 照

sTab l e 3 : m a l f u n c t i o n

第 10章 修 理

Clean f l e xの 修 理 は 、 SIMC O - I O Nの サ ー ビ ス 拠 点 で の み 可 能 で す 。

不 具 合 や 疑 問 点 が ご ざ い ま し た ら ロ ー カ ル SIM C O - I O N拠 点 に お 問 い 合 わ せ
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第 11章 廃 棄

電 気 製 品 を 廃 棄 す る と き は 、 地 域 の 環 境 規 制 に 従 っ て く だ さ い 。

ス ペ ア パ ー ツ と ア ク セ サ リ ー
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保 証 書

全 て の 弊 社 製 品 は 「 性 能 」 お よ び そ の 他 の 出 荷 検 査 を し た 後

出 荷 さ れ て お り ま す が 、 正 常 な 使 用 状 態 に お い て 万 一 故 障 が

発 生 し ま し た 時 に は 、 下 記 の 条 件 に て 保 証 さ れ て お り ま す 。

〔 保 証 期 間 〕

弊 社 出 荷 日 よ り １ 年 間

〔 保 証 内 容 〕

取 扱 説 明 書 等 の 注 意 書 に 基 づ く 正 常 な ご 使 用 状 態 の も と で 、

製 造 上 の 責 任 に よ る 故 障 が 、 保 証 期 間 内 に 万 一 生 じ ま し た

場 合 、 無 償 に て 修 理 ま た は 新 品 あ る い は 同 等 品 と 交 換 さ せ て

い た だ き ま す 。

な お 、 修 理 、 交 換 は 本 シ ム コ 製 品 の み に 限 ら せ て 頂 き ま す 。

本 製 品 の 故 障 、 ま た は そ の 使 用 に よ っ て 生 じ た 直 接 、 間 接 の

損 害 に つ い て は 当 社 は そ の 責 を 負 わ な い も の と し ま す 。

ご 注 意

１ . ご 使 用 前 に 必 ず 「 取 扱 説 明 書 」 を お 読 み 下 さ い 。

２ . 次 の よ う な 場 合 は 、 保 証 期 間 中 で も 修 理 ・ 調 整 等 は 、

有 償 に な り ま す の で ご 注 意 下 さ い 。

① 保 証 書 の ご 提 示 が な い 場 合 。

① 落 下 そ の 他 の 衝 撃 を 加 え ら れ た り 、 お 取 り 扱 い が

適 切 で な い た め に 生 じ た 故 障 、 損 傷 の 場 合 。

② お 客 様 に よ る 分 解 、 不 当 な 改 造 、 修 理 に よ る 故 障

お よ び 損 傷 。

④ 火 災 、 天 災 地 変 、 あ る い は 異 常 入 力 電 圧 、 水 、 蒸 気 、

油 、 酸 等 の 外 部 要 因 に 起 因 す る 故 障 、 損 傷 の 場 合 。

⑤ そ の 他 、 そ の 責 が 当 社 に な い と 判 断 さ れ た 場 合 。

静 電 気 除 去 装 置Simc o - I o n

イ オ ナ イ ジ ン グ エ ア ー ガ ン製 品 名

Cl e a n f l e x E a s y

弊 社 で は 製 品 シ リ ア ル №

出 荷 年 月 日 保 証 期 間 出 荷 日 よ り １ 年 間で 出 荷 日 を 管 理 し て い ま

。す

シ ム コ ジ ャ パ ン 株 式 会 社
本 社 〒 650 -0 0 4 6 神 戸 市 中 央 区 港 島 中 町 1丁 目 2番 4号 TEL . 0 7 8 - 3 0 3 - 4 6 5 1



静 電 気 の ス ペ シ ャ リ ス ト

シ ム コ ジ ャ パ ン 株 式 会 社

本 社 神 戸 市 中 央 区 港 島 中 町 １ － ２ － ４

〒 650 - 0 0 4 6 T E L . 0 7 8 - 3 0 3 - 4 6 5 1 F A X . 0 7 8 - 3 0 3 - 4 6 5 5

ホ ー ム ペ ー ジ ： http : / / w w w . s i m c o i o n . j p /

お 問 い 合 わ せ ： info @ s i m c o i o n . j p
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